
アンモニア性窒素の分析方法について

1　まえかき

アンモニア性窒素の分析法として、簡便かつ迅速性に

優れ、検水の濁りや着色をしていても直接測定できると

いう利点を持つイオン電極法がある。そこで、イオン電

極法の信転性を確かめるために、ネスラー法とイソドフ

ェノール法、またその前処理として、凝集沈殿法、水蒸

気蒸留法とを合わせて、河川水に適用し比較検討してみ

た。

2　実験方′去

2，1　試　料

一般河川水を試料とする。採水後実験室に持ち帰り、

ただちに分析を行った。

2．2　試料の前処車聖

（1）凝集沈殿法、JIS K OlO217・1・卜1（3）のa

（2）水蒸気蒸留法、神奈川県公害策事務局発行（公害

関係の分析と解説16・（2））

2．3　イオン電極′去　22（2）に同じ16

2．4　ネスラー′去　JISI（0102　17・1・2

2．5　イントフェノール）去

衛生試験法註解（飲料水のC■11・b）

3　結　　果

3．1直接－イオン電極法と凝集沈殿－ネスラ”法の相関

両法による分析値を、Fig・1に示す。相関係数r＝

0991であり、また回帰直線をとってみると、y＝

009＋0　72コフとなる。
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Fig・1≡i墓墓遠浅三雪空雷｝の相関
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3．2　直接－イオン電極法と直接－インドフェノール法

の相関

両法による分析値を、Fig・2に示す。相関係数r＝

0984であり、また回帰直線で表わすと、y＝003

＋0　86こrとなる。
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F王g・2≡‥：票数フプ書ご㌍琵｝の相関

3，3　水蒸気蒸留一イオン電極法と水蒸気蒸留⊥ネスラ

ー）去との相関

両法による分析値を、Fig・3に示す。相関係数r＝

09、90であり、また回帰直線で表わすと、y＝0・12

＋0－8　9∬となる。

Flg・3三≡禁裏雲雲冨二㌣要撃琵｝の相関
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3・4　水蒸気蒸留㌧イオン電極法と水蒸気蒸留－イント

フェノール′壬との相関

両法による分析値を、Flg・4に示す。相関係数イ＝

0997であり、また回帰直線で表わすと、プ＝＝004

十0．89、アとなる。
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Fig■4三i奈義姦悪竺÷てチェア警琵｝の相関

3・5　水蒸気蒸留による回収率

試料をイオン電庵法によって測定し、妨害物質の影響

はないとした場合の回収率を、TableIに示す。

TableI　水蒸気蒸留による回収率

試料 蒸 留 前

N H －N

蒸留プラス 留出理論量 留　 出　 量 回 収 率

ノ拡
　 3
（叩／ ヱ）

コへの供試

科量 （mg）

N Ii。－N

（巧）

N f‡3 －N

（野） （％）

ロ 0　2　7 2　0　0 5　4 4　2 7　8

2 1 0 2　0　0 2 0　0 1 7　2 8　6

3 2　5 1 0　0 2　5　0 2　5　0 1 0　0

4 3　2 1 0　0 3　2　0 3　2　0 1 0　0

5 3　6 1 0　0 3　6　0 3　5　0 9　7

6 2　5 2　0　0 5　0　0 4　6　0 9　2

7 3　2 2　0　0 6　4　0 5　4　0 8　4

水洗
※留出速度　6舶／／／分、留出液180，撼→200血Z

3・6　イオン電極′去へのMg2＋の影響

Mピ＋の各濃度におけるイオン電極の電位差を、Fig．

5に示した0これから、Mg汁500ppm以降電位の低下

が見られたが、これは水酎ヒマグネシウムの生成の影響

と考えられる。

Fig・5　イオン電極法へのMピ＋の影響

4　考　　察

蒸留した留出液に対して、イオン電極法、ネスラー法、

インドフェノール法の3法を適用した結果、3法とも近

似した数値を示した。またイオン電極法は、直接測屈し

ようと水蒸気蒸留したのち測定しても、その数値は近似

し、その差も蒸留操作による損失がほとんどであると考

えられる○従って、少なくとも河川水中のアンモニア性

窒素を、直接－イオン電橿法で測定した場合の、数値の

信頼性は高いと考えられる。

また凝集沈殿－ネスラー法は、アルカリ濃度の統一操

作が、煩雑であり、検量線の再現性も悪い。インドフェ

ノール法は、検量線の再現性が良く、比較的きれいな試

料には、直接比色定量しても、問題ないと思われる。
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